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■母子・父子福祉センター

（11）ひとり親家庭等への支援
　　　～ひとり親家庭等をしっかりサポート～

● ひとり親家庭は、子育てと生計の担い手という二重

の役割を一人で担うといった状況を抱えており、仕事

と子育ての両立の難しさ、非正規雇用の増加などの影響

を顕著に受け、厳しい状況にある家庭が多くあります。

● 本市における母子家庭の平均年収は 289 万円と、前

回（平成 28 年度）に比べ 33 万円増加していますが、

平均的な家庭と比べると依然として低い水準にあり、

仕事に就いている母子家庭の約半数が、非正規雇用と

なっています。（※）

● ひとり親家庭が支援を活用しながら、安定した仕事

に就き、子育てと両立しつつ自立した生活を送ること

は、子どもが心身ともに健やかに成長し、その将来に良

い影響を与えるだけでなく、家庭の生計維持やひとり

親本人の自己実現の観点等からも重要です。このため

にも就業支援と就業のために不可欠な子育て・生活支

援の双方について一層の充実が必要です。

● 収入が低い家庭など親の世代の貧困（相対的貧困）

が子どもの教育格差を生み、次の世代の貧困につなが

る「貧困の連鎖」の問題が指摘され、その対応が必要

とされています。

● 経済的・社会的・精神的困難などが複雑に絡み合っ

ていることが多いといわれる貧困世帯への支援を行う

にあたっては、子ども及びその家庭が抱える問題をしっ

かり把握し、取り組むことが重要です。

● 引き続き、経済的な悩みに加え、子育てや健康、住

宅など多岐にわたる悩みを抱えるひとり親家庭に対す

る総合的な支援に取り組んでいきます。

● ひとり親家庭を適切な支援につなげるため、母子・

父子福祉センターや各区役所の子ども・家庭相談コー

ナー等の支援窓口の認知度の向上や孤立しがちな家庭

が気軽に相談できる場づくり、様々な支援制度や施設

の情報をいつでも簡単に入手できる環境づくりを進め

ることが必要であり、こうした取り組みにも力を入れ

ていきます。

● 子どもの現在及び将来が生まれ育った環境によって

左右されることのないよう、また、貧困（相対的貧困）

が世代を超えて連鎖することのないよう、教育や生活、

就労の支援、経済的支援など必要な環境整備を総合的

に進めます。

● 子どもの居場所づくりや学習支援、母子保健、児童

虐待防止など、すべての子ども及びその家庭を対象に

した施策と効果的に融合することで、各家庭の自立支

援をさらに充実させていきます。

※北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３ 年度）

現状・課題

方向性

主な取り組み

①ひとり親家庭の生活の安定と向上
■母子・父子福祉センター〔子育て支援課〕

　母子・父子福祉センターでは、母子家庭や父子家庭、

寡婦のさまざまな相談に応じるとともに、生活指導や

技能習得のための講座の開催、就職の援助等を行い、

母子家庭等の生活の安定や福祉の向上に努めています。

・所在地　　戸畑区汐井町 1-6 ウェルとばた４階

・開館時間　午前 9 時 30 分～午後 8 時 30 分

　　　　　　（日曜日は午後 6 時まで）

・休館日　　毎週土曜日、祝日、年末年始

● 主な事業

事業名

一般相談

法律相談

就職相談会

ふれあい
事　業

就業支援
講習会

事業内容

生活上の悩みにセンターの相談員が応じ
ます。また、養育費の取り決めや支払の
履行・強制執行に関する相談・調整等の
支援も行います。

法律上の問題に、女性弁護士が相談に応
じます。

マザーズハローワーク北九州との連携で
就職相談会を行います。

資格の取得や就職に役立つ講座を実施し
ます。
内容：医療事務、介護職員初任者研修、
　　　パソコン講座など

親と子のふれあい講座：料理や工作など
リフレッシュ講座：手芸など

面会交流
支援事業

離婚等で別居している親子の面会につい
て、付き添いなどの支援を行います。

養育費確保
サポート事業

公正証書等の作成に係る手数料や養育費
保証契約に係る保証料を助成します。
また、養育費全般の相談をアドバイザー
が受け付けます。
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就職相談 ふれあい事業年度 一般相談 特別相談

◆主な事業の実績 ◆受講延べ人数
年度 受講延べ人数

30
元
２
3
４

1,513人
1,318人
1,495人
1,442人
1,234人

55人
63人
66人
68人
74人

30
元
２
3
４

3,658人
3,389人
2,659人
2,954人
2,827人

◆母子・父子・寡婦福祉資金の貸付状況（令和４年度）

区　　　分
母子福祉資金 父子福祉資金 合　　　計寡婦福祉資金

事 業 開 始 資 金

事 業 継 続 資 金

修 学 資 金

技 能 習 得 資 金

修 業 資 金

就 職 支 度 資 金

医 療 介 護 資 金

生 活 資 金

住 宅 資 金

転 宅 資 金

就 学 支 度 資 金

結 婚 資 金

合 　 計

■母子・父子・寡婦福祉資金の貸付
　母子家庭や父子家庭、寡婦の経済的自立と生活意欲の助長を図り、あわせてその扶養している子どもの福祉を増
進するため、事業開始資金や修学資金等 12 種の資金貸付を行っています。

件　数
―
―
9件
2件
1件
―
―
1件
―
―
3件
―

16件

金　額
―
―

5,836千円
864千円
340千円

―
―

270千円
―
―

720千円
―

8,030千円

金　額
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

243千円
―

243千円

金　額
―
―

6,508千円
864千円
340千円

―
―

270千円
―
―

963千円
―

8,945千円

件　数
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
1件
―
1件

金　額
―
―

672千円
―
―
―
―
―
―
―
―
―

672千円

件　数
―
―
1件
―
―
―
―
―
―
―
―
―
1件

件　数
―
―

10件
2件
1件
―
―
1件
―
―
4件
―

18件

年度 助成件数 助成金額

年度 受給者数 支給額

◆実施状況

◆支給状況

■ひとり親家庭等医療費支給制度
　ひとり親家庭等に関する経済的負担を軽減するため、
保険診療による医療費の自己負担額を助成しています。

（所得制限あり）

● 対象者
・母子家庭の母と児童 (「児童」とは、18 歳に達する
　日以後の最初の３月 31 日までの人をいう。以下同

じ。)
・父子家庭の父と児童

　・父母のいない児童

■児童扶養手当
　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくして
いない児童を監護する母、監護し、かつ生計を同じく
する父または当該父母以外の者で当該児童を養育する
養育者に児童扶養手当を支給します。（所得制限あり）

30
元
２
3
4

164,731件
164,689件
141,858件
151,324件
159,176件

779,436千円
769,146千円
693,156千円
737,930千円
745,976千円

30
元
2
3
４

10,864人
10,519人
10,354人
10,151人
9,825人

5,212,836千円
6,496,679千円
5,003,082千円
4,898,483千円
4,701,724千円

350人
310人
217人
143人
191人

18人
21人
７人
12人
15人

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕 〔子育て支援課〕
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■母子・父子福祉センター

（11）ひとり親家庭等への支援
　　　～ひとり親家庭等をしっかりサポート～

● ひとり親家庭は、子育てと生計の担い手という二重

の役割を一人で担うといった状況を抱えており、仕事

と子育ての両立の難しさ、非正規雇用の増加などの影響

を顕著に受け、厳しい状況にある家庭が多くあります。

● 本市における母子家庭の平均年収は 289 万円と、前

回（平成 28 年度）に比べ 33 万円増加していますが、

平均的な家庭と比べると依然として低い水準にあり、

仕事に就いている母子家庭の約半数が、非正規雇用と

なっています。（※）

● ひとり親家庭が支援を活用しながら、安定した仕事

に就き、子育てと両立しつつ自立した生活を送ること

は、子どもが心身ともに健やかに成長し、その将来に良

い影響を与えるだけでなく、家庭の生計維持やひとり

親本人の自己実現の観点等からも重要です。このため

にも就業支援と就業のために不可欠な子育て・生活支

援の双方について一層の充実が必要です。

● 収入が低い家庭など親の世代の貧困（相対的貧困）

が子どもの教育格差を生み、次の世代の貧困につなが

る「貧困の連鎖」の問題が指摘され、その対応が必要

とされています。

● 経済的・社会的・精神的困難などが複雑に絡み合っ

ていることが多いといわれる貧困世帯への支援を行う

にあたっては、子ども及びその家庭が抱える問題をしっ

かり把握し、取り組むことが重要です。

● 引き続き、経済的な悩みに加え、子育てや健康、住

宅など多岐にわたる悩みを抱えるひとり親家庭に対す

る総合的な支援に取り組んでいきます。

● ひとり親家庭を適切な支援につなげるため、母子・

父子福祉センターや各区役所の子ども・家庭相談コー

ナー等の支援窓口の認知度の向上や孤立しがちな家庭

が気軽に相談できる場づくり、様々な支援制度や施設

の情報をいつでも簡単に入手できる環境づくりを進め

ることが必要であり、こうした取り組みにも力を入れ

ていきます。

● 子どもの現在及び将来が生まれ育った環境によって

左右されることのないよう、また、貧困（相対的貧困）

が世代を超えて連鎖することのないよう、教育や生活、

就労の支援、経済的支援など必要な環境整備を総合的

に進めます。

● 子どもの居場所づくりや学習支援、母子保健、児童

虐待防止など、すべての子ども及びその家庭を対象に

した施策と効果的に融合することで、各家庭の自立支

援をさらに充実させていきます。

※北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３ 年度）

現状・課題

方向性

主な取り組み

①ひとり親家庭の生活の安定と向上
■母子・父子福祉センター〔子育て支援課〕

　母子・父子福祉センターでは、母子家庭や父子家庭、

寡婦のさまざまな相談に応じるとともに、生活指導や

技能習得のための講座の開催、就職の援助等を行い、

母子家庭等の生活の安定や福祉の向上に努めています。

・所在地　　戸畑区汐井町 1-6 ウェルとばた４階

・開館時間　午前 9 時 30 分～午後 8 時 30 分

　　　　　　（日曜日は午後 6 時まで）

・休館日　　毎週土曜日、祝日、年末年始

● 主な事業

事業名

一般相談

法律相談

就職相談会

ふれあい
事　業

就業支援
講習会

事業内容

生活上の悩みにセンターの相談員が応じ
ます。また、養育費の取り決めや支払の
履行・強制執行に関する相談・調整等の
支援も行います。

法律上の問題に、女性弁護士が相談に応
じます。

マザーズハローワーク北九州との連携で
就職相談会を行います。

資格の取得や就職に役立つ講座を実施し
ます。
内容：医療事務、介護職員初任者研修、
　　　パソコン講座など

親と子のふれあい講座：料理や工作など
リフレッシュ講座：手芸など

面会交流
支援事業

離婚等で別居している親子の面会につい
て、付き添いなどの支援を行います。

養育費確保
サポート事業

公正証書等の作成に係る手数料や養育費
保証契約に係る保証料を助成します。
また、養育費全般の相談をアドバイザー
が受け付けます。
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就職相談 ふれあい事業年度 一般相談 特別相談

◆主な事業の実績 ◆受講延べ人数
年度 受講延べ人数

30
元
２
3
４

1,513人
1,318人
1,495人
1,442人
1,234人

55人
63人
66人
68人
74人

30
元
２
3
４

3,658人
3,389人
2,659人
2,954人
2,827人

◆母子・父子・寡婦福祉資金の貸付状況（令和４年度）

区　　　分
母子福祉資金 父子福祉資金 合　　　計寡婦福祉資金

事 業 開 始 資 金

事 業 継 続 資 金

修 学 資 金

技 能 習 得 資 金

修 業 資 金

就 職 支 度 資 金

医 療 介 護 資 金

生 活 資 金

住 宅 資 金

転 宅 資 金

就 学 支 度 資 金

結 婚 資 金

合 　 計

■母子・父子・寡婦福祉資金の貸付■母子・父子・寡婦福祉資金の貸付
　母子家庭や父子家庭、寡婦の経済的自立と生活意欲の助長を図り、あわせてその扶養している子どもの福祉を増
進するため、事業開始資金や修学資金等 12 種の資金貸付を行っています。

件　数
―
―
9件
2件
1件
―
―
1件
―
―
3件
―

16件

金　額
―
―

5,836千円
864千円
340千円

―
―

270千円
―
―

720千円
―

8,030千円

金　額
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

243千円
―

243千円

金　額
―
―

6,508千円
864千円
340千円

―
―

270千円
―
―

963千円
―

8,945千円

件　数
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
1件
―
1件

金　額
―
―

672千円
―
―
―
―
―
―
―
―
―

672千円

件　数
―
―
1件
―
―
―
―
―
―
―
―
―
1件

件　数
―
―

10件
2件
1件
―
―
1件
―
―
4件
―

18件

年度 助成件数 助成金額

年度 受給者数 支給額

◆実施状況

◆支給状況

■ひとり親家庭等医療費支給制度■ひとり親家庭等医療費支給制度
　ひとり親家庭等に関する経済的負担を軽減するため、
保険診療による医療費の自己負担額を助成しています。

（所得制限あり）

● 対象者
・母子家庭の母と児童 (「児童」とは、18 歳に達する
　日以後の最初の３月 31 日までの人をいう。以下同

じ。)
・父子家庭の父と児童

　・父母のいない児童

■児童扶養手当■児童扶養手当
　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくして
いない児童を監護する母、監護し、かつ生計を同じく
する父または当該父母以外の者で当該児童を養育する
養育者に児童扶養手当を支給します。（所得制限あり）

30
元
２
3
4

164,731件
164,689件
141,858件
151,324件
159,176件

779,436千円
769,146千円
693,156千円
737,930千円
745,976千円

30
元
2
3
４

10,864人
10,519人
10,354人
10,151人
9,825人

5,212,836千円
6,496,679千円
5,003,082千円
4,898,483千円
4,701,724千円

350人
310人
217人
143人
191人

18人
21人
７人
12人
15人

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕 〔子育て支援課〕
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■災害遺児手当■災害遺児手当
　交通事故や災害等によって死亡または重度の障害の
状態となった父母等に監護（または養育）されていた
児童を養育する人に児童１人につき月額4,000円を支
給します。（所得制限あり）

年度 受給者数 支給額
30
元
2
3
４

17人
20人
18人
18人
19人

1,608千円
1,728千円
1,524千円
1,564千円
1,476千円

◆実施状況
年度 派遣件数

■母子家庭等日常生活支援事業■母子家庭等日常生活支援事業
　母子家庭、父子家庭および寡婦の方が、就職活動等
自立促進に必要な事由や、病気やケガ、事故や出張等
の社会的事由により、一時的に生活援助や保育等のサー
ビスが必要な場合に支援員を派遣し、食事等の身の回
りの世話や子育て等のお手伝いをしています。
●支援日数　１回の要請の事由ごとに原則10日以内
　　　　　　ただし、乳幼児又は小学校に就学する児
　　　　　　童を養育しており、就業上の理由で帰宅
　　　　　　時間が遅くなる場合は、定期的な利用が
　　　　　　可能

30
元
２
3
４

363件
515件
301件
184件
225件

■ひとり親家庭自立支援給付金事業
（自立支援教育訓練給付金、高等職業訓練促進給付金）
■ひとり親家庭自立支援給付金事業
　（自立支援教育訓練給付金、高等職業訓練促進給付金）
　ひとり親家庭の父母の就業を促進し、自立を支援す
るため、就職につなげる能力開発のため教育訓練講座
の受講料を助成する「自立支援教育訓練給付金」、就職
に有利で、生活の安定につながる資格の取得を促進す
るための「高等職業訓練促進給付金」を支給しています。

■ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業■ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業

　「高等職業訓練促進給付金」を活用して養成機関に在
学し、就職に有利な資格取得を目指すひとり親家庭の
親を対象として資金の貸付を行います。

◆支給状況

年度 自立支援教育訓練給付金

件　数 金　額 件　数 金　額
高等職業訓練修了支援給付金

◆支給状況

件　数 金　額
高等職業訓練促進給付金

高等職業訓練促進給付金等事業

30
元
２
3
４

17件
13件
26件
23件
41件

872千円
517千円

1,740千円
2,193千円
9,417千円

34件
51件
44件
40件
63件

1,550千円
2,175千円
2,025千円
1,725千円

182,840千円

139件
151件
145件
163件
160件

138,529千円
183,269千円
167,849千円
175,431千円
179,965千円

■ひとり親家庭高卒認定試験合格支援事業■ひとり親家庭高卒認定試験合格支援事業

■母子生活支援施設（母子寮）■母子生活支援施設（母子寮） 市
外

市
内

施設名
海眺の宿　秋穂荘
休暇村志賀島

亀の井ホテル 玄界灘

所在地
山口市秋穂東
福岡市東区大字勝馬

若松区大字有毛

◆指定施設一覧

◆母子家庭等休養ホーム利用状況
年度 母子・父子家庭 合計寡婦
30
元
２
3
４

40人
35人
22人
38人
46人

1人
1人
2人
0人
0人

41人
36人
24人
38人
46人

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

■ひとり親家庭の自立応援事業■ひとり親家庭の自立応援事業
　ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、高等

職業訓練促進給付金の支給を受けている方で要件を満

たす方について、給付金の加算をします。

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

　母子家庭の母親が、生活上の諸問題のため子どもを十

分に養育できないときに、母子ともに入所する施設です。

母子支援員などの専門的な指導・援助により、母子の自

立のための生活支援を行っています。

◆指定
施設名 定員

小倉母子寮
八幡母子寮

18世帯
23世帯

　ひとり親家庭の父母又はその児童が、高卒認定試験合
格のための講座を修了したとき、および合格したときに
受講費用の一部を助成します。

■母子家庭等休養ホーム■母子家庭等休養ホーム
　母子家庭、父子家庭や65歳未満の寡婦が、レクリエー
ションや休養のために市の指定する国民宿舎等（２か所）
を利用する際に、宿泊利用料金の一部を補助しています。

〔子育て支援課〕
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43.5％
48.8％
35.8％
10.5％
2.5％

◆就労形態（母子家庭）
正社員
非正規社員

パートタイマー
派遣・契約社員
臨時・日雇など

資料：北九州市母子世帯等実態調査（令和３年度）

◆世帯の年間税込み収入（母子家庭）
　　　　１５０万円未満
１５０～２００万円未満
２００～３００万円未満

18.4％
18.0％
23.2％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）
　注：平均年収　母子家庭　約289万円
　　　　　　　　父子家庭　約470万円
　　　全世帯（全国）の１世帯当たり平均所得金額
　　　　　　　552.3万円（平成30年　国民生活基礎調査）

50.6％
42.7％
30.4％
11.4％
0.9％

○本市のひとり親家庭に関するデータ

■面会交流支援事業

◆世帯数
母子家庭 13,897世帯

  1,782世帯
15,679世帯

父子家庭
計

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）
　注：推計値

◆仕事の有無（母子家庭）
持っている 87.6％

12.2％持っていない
資料：北九州市母子世帯等実態調査（令和３年度）

■面会交流支援事業〔子育て支援課〕
　離婚等により親と離れて暮らす子供が、定期的に親

と会って交流する面会交流について、事前相談や面会

の際の付き添い支援等を行っています。

◆実施状況
年度 相談件数

3
４

　209件
224件

助成件数
44件
47件

■養育費確保サポート事業■養育費確保サポート事業〔子育て支援課〕
　公正証書等の作成に係る手数料や養育費立替に係る

保証契約を締結した場合の保証料の助成、養育費全般

についての相談を受けるアドバイザーを設置し、養育

費不払い解消を図ります。

　子どもの現在及び将来が生まれ育った環境によって
左右されることのないよう、また、貧困が世代を超え
て連鎖することのないよう、教育や生活、就労の支援、
経済的支援など必要な環境整備を総合的に進めます。

② 子どもの貧困対策

○本市のひとり親家庭に関するデータ

◆実施状況
年度 支援件数
30
元
２
3
４

9件
11件
8件
7件
8件

代わりに家事をする人はいない

◆家事担当者の疾病時に代わりに家事をする人
令和３年度

母子家庭 父子家庭

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

◆母子家庭・父子家庭になった当時困ったこと

母子家庭 父子家庭
さしあたりの生活費
子どもの養育・しつけ・教育

24.2％

59.8％
26.1％

20.4％

34.3％
49.7％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

◆「知らない」公的機関や制度

母子家庭 父子家庭
日常生活支援事業
母子父子寡婦福祉資金
母子・父子福祉センター

60.8％
49.9％
37.6％

67.3％
61.3％
54.1％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

令和３年度

令和３年度
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■災害遺児手当
　交通事故や災害等によって死亡または重度の障害の
状態となった父母等に監護（または養育）されていた
児童を養育する人に児童１人につき月額4,000円を支
給します。（所得制限あり）

年度 受給者数 支給額
30
元
2
3
４

17人
20人
18人
18人
19人

1,608千円
1,728千円
1,524千円
1,564千円
1,476千円

◆実施状況
年度 派遣件数

■母子家庭等日常生活支援事業
　母子家庭、父子家庭および寡婦の方が、就職活動等
自立促進に必要な事由や、病気やケガ、事故や出張等
の社会的事由により、一時的に生活援助や保育等のサー
ビスが必要な場合に支援員を派遣し、食事等の身の回
りの世話や子育て等のお手伝いをしています。
●支援日数　１回の要請の事由ごとに原則10日以内
　　　　　　ただし、乳幼児又は小学校に就学する児
　　　　　　童を養育しており、就業上の理由で帰宅
　　　　　　時間が遅くなる場合は、定期的な利用が
　　　　　　可能

30
元
２
3
４

363件
515件
301件
184件
225件

■ひとり親家庭自立支援給付金事業
　（自立支援教育訓練給付金、高等職業訓練促進給付金）
　ひとり親家庭の父母の就業を促進し、自立を支援す
るため、就職につなげる能力開発のため教育訓練講座
の受講料を助成する「自立支援教育訓練給付金」、就職
に有利で、生活の安定につながる資格の取得を促進す
るための「高等職業訓練促進給付金」を支給しています。

■ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業

　「高等職業訓練促進給付金」を活用して養成機関に在
学し、就職に有利な資格取得を目指すひとり親家庭の
親を対象として資金の貸付を行います。

◆支給状況

年度 自立支援教育訓練給付金

件　数 金　額 件　数 金　額
高等職業訓練修了支援給付金

◆支給状況

件　数 金　額
高等職業訓練促進給付金

高等職業訓練促進給付金等事業

30
元
２
3
４

17件
13件
26件
23件
41件

872千円
517千円

1,740千円
2,193千円
9,417千円

34件
51件
44件
40件
63件

1,550千円
2,175千円
2,025千円
1,725千円

182,840千円

139件
151件
145件
163件
160件

138,529千円
183,269千円
167,849千円
175,431千円
179,965千円

■ひとり親家庭高卒認定試験合格支援事業

■母子生活支援施設（母子寮） 市
外

市
内

施設名
海眺の宿　秋穂荘
休暇村志賀島

亀の井ホテル 玄界灘

所在地
山口市秋穂東
福岡市東区大字勝馬

若松区大字有毛

◆指定施設一覧

◆母子家庭等休養ホーム利用状況
年度 母子・父子家庭 合計寡婦
30
元
２
3
４

40人
35人
22人
38人
46人

1人
1人
2人
0人
0人

41人
36人
24人
38人
46人

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

■ひとり親家庭の自立応援事業
　ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、高等

職業訓練促進給付金の支給を受けている方で要件を満

たす方について、給付金の加算をします。

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

　母子家庭の母親が、生活上の諸問題のため子どもを十

分に養育できないときに、母子ともに入所する施設です。

母子支援員などの専門的な指導・援助により、母子の自

立のための生活支援を行っています。

◆指定
施設名 定員

小倉母子寮
八幡母子寮

18世帯
23世帯

　ひとり親家庭の父母又はその児童が、高卒認定試験合
格のための講座を修了したとき、および合格したときに
受講費用の一部を助成します。

■母子家庭等休養ホーム
　母子家庭、父子家庭や65歳未満の寡婦が、レクリエー
ションや休養のために市の指定する国民宿舎等（２か所）
を利用する際に、宿泊利用料金の一部を補助しています。

〔子育て支援課〕
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43.5％
48.8％
35.8％
10.5％
2.5％

◆就労形態（母子家庭）
正社員
非正規社員

パートタイマー
派遣・契約社員
臨時・日雇など

資料：北九州市母子世帯等実態調査（令和３年度）

◆世帯の年間税込み収入（母子家庭）
　　　　１５０万円未満
１５０～２００万円未満
２００～３００万円未満

18.4％
18.0％
23.2％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）
　注：平均年収　母子家庭　約289万円
　　　　　　　　父子家庭　約470万円
　　　全世帯（全国）の１世帯当たり平均所得金額
　　　　　　　552.3万円（平成30年　国民生活基礎調査）

50.6％
42.7％
30.4％
11.4％
0.9％

○本市のひとり親家庭に関するデータ

■面会交流支援事業

◆世帯数
母子家庭 13,897世帯

  1,782世帯
15,679世帯

父子家庭
計

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）
　注：推計値

◆仕事の有無（母子家庭）
持っている 87.6％

12.2％持っていない
資料：北九州市母子世帯等実態調査（令和３年度）

■面会交流支援事業〔子育て支援課〕
　離婚等により親と離れて暮らす子供が、定期的に親

と会って交流する面会交流について、事前相談や面会

の際の付き添い支援等を行っています。

◆実施状況
年度 相談件数

3
４

　209件
224件

助成件数
44件
47件

■養育費確保サポート事業■養育費確保サポート事業〔子育て支援課〕
　公正証書等の作成に係る手数料や養育費立替に係る

保証契約を締結した場合の保証料の助成、養育費全般

についての相談を受けるアドバイザーを設置し、養育

費不払い解消を図ります。

　子どもの現在及び将来が生まれ育った環境によって
左右されることのないよう、また、貧困が世代を超え
て連鎖することのないよう、教育や生活、就労の支援、
経済的支援など必要な環境整備を総合的に進めます。

② 子どもの貧困対策

○本市のひとり親家庭に関するデータ

◆実施状況
年度 支援件数
30
元
２
3
４

9件
11件
8件
7件
8件

代わりに家事をする人はいない

◆家事担当者の疾病時に代わりに家事をする人
令和３年度

母子家庭 父子家庭

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

◆母子家庭・父子家庭になった当時困ったこと

母子家庭 父子家庭
さしあたりの生活費
子どもの養育・しつけ・教育

24.2％

59.8％
26.1％

20.4％

34.3％
49.7％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

◆「知らない」公的機関や制度

母子家庭 父子家庭
日常生活支援事業
母子父子寡婦福祉資金
母子・父子福祉センター

60.8％
49.9％
37.6％

67.3％
61.3％
54.1％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

令和３年度

令和３年度
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◆現在不足している費用

日常の生活費
子どもの就学・通学のための費用
住宅の転居のための費用
子どもの結婚のための費用
就職のための費用

47.8％
44.1％
18.4％
16.5％
9.6％

41.0％
47.9％
12.6％
19.1％
1.8％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

母子家庭 父子家庭 母子家庭 父子家庭
令和３年度

51.9％
51.0％
20.1％
13.4％
9.8％

40.8％
46.6％
9.6％

17.4％
3.5％

平成28年度

◆行政機関に対する要望事項（父子家庭）
年金・手当などを充実する
医療保障を充実する
交際や結婚などを相談できる窓口をつくる
県営住宅や市町村営住宅を増やす

57.7％
26.3％
10.3％
9.8％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）

資料：生活保護世帯の子どもについては、厚生労働省社会・援護局保護
　　　課調べ（各年度４月１日現在）
　　　児童養護施設の子どもについては、各施設実績（各年度5月1日
　　　現在）
　　　ひとり親家庭の子どもについては、令和３年度北九州市ひとり親
　　　家庭等実態調査（令和３年11月1日現在）

◆就学援助の人数・割合

年度 小学校 中学校 人　数 援助率
合　計

30
元
２
3
４

8,101人
7,950人
7,703人
7,401人
7,206人

4,729人
4,659人
4,594人
4,490人
4,385人

12,830人
 12,609人
 12,297人
11,891人
11,591人

18.4%
18.2%
17.9%
17.5%
17.2%

◆進学率

年度 ひとり親家庭
の子ども

児童養護施設
の子ども

生活保護世帯
の子ども

中学卒業後

30
元
２
3
４

90.6%
88.1%
88.7%
87.7%
84.5%

95.6%
92.3%
96.3%

100.0%
100.0%

－
－
－

97.3%
－

年度 ひとり親家庭
の子ども

児童養護施設
の子ども

生活保護世帯
の子ども

高校卒業後

30
元
２
3
４

35.7%
31.9%
32.5%
47.3%
38.6%

22.7%
33.3%
29.4%
22.7%
42.8%

－
－
－

70.1%
－

４　
子
育
て
の
喜
び
・
楽
し
さ
を
得
ら
れ
る
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ち
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く
る
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（12）子育てを応援する体制づくり
　　　　　～笑顔あふれる子育て環境～

● 「子育てを楽しい」と感じる保護者の割合はほぼ９ 

割となっています。一方、子育てに関する悩みや不安を

感じる保護者の割合は、５割を超えています。（※）多

くの人が子育てに苦労しながらも、子どもと暮らす日々

の生活に喜びを感じていることが伺えます。悩みや不

安があっても、それを解消してくれる「支え」となる

ものがあれば、子育ては楽しく魅力あるものになると考

えられます。

● 問題なのは、子育てを支えてくれる人・相談できる

人が「いない」と回答した保護者が、一定割合存在し、

孤立化が心配されることです。不安や悩みを抱えなが

らも、いきいきと子育てすることができるよう、各種

相談窓口の充実が必要です。

　また、地域での人のつながりなど、家族や友人のよ

うに顔の見える関係で、気軽に心を開いて相談できる

人・場所がどこにでもあるような環境をつくっていく

ことや、必要なサービスに確実にアクセスできるよう、

様々な媒体を活用した広報に努めることも必要です。

● 本市には、現在、多くの外国人が生活しており、そ

の人数は年々増加傾向にあります。今後、外国人労働

者の受け入れ増加に伴い、言葉や文化の違いから、子育

てに不安や悩みを持つ家庭が増えることも想定されま

す。

● 親子が気軽に集い交流する場の提供や地域で活動す

る育児サークルへの支援などを通じて、地域社会全体

で子育てを支える取り組みを進めていきます。

● 多様化する相談内容に対応するため相談員の専門

性・スキル向上のための研修の充実を図ります。また、

子育てサポーターの育成やシルバー人材センターなど

シニア世代の参画をさらに活性化させ、地域の支援体

制を強化しつつ、こうした人材の活躍の場を拡げてい

きます。

現状・課題

方向性

■地域でつくる子育て応援事業

■保健・医療・福祉・地域連携システム推進事業

■親子ふれあいルーム

● 子育ての悩みや不安の解消につながる情報をいつで

もどこでも手軽に入手できるよう最新の情報技術の活

用も検討しながら、保護者の生活様式に合わせた情報

発信について、その提供する内容も含め工夫を凝らし

ていきます。

● 外国人の子どもやその家庭にも同様の支援が確実に

届けられるよう、配慮を行っていきます。

※ 北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケー

ト調査（平成 30 年度）

①地域における子育て支援の環境づくり
■地域でつくる子育て応援事業〔子育て支援課〕

　子育てを支援するボランティアの育成や地域の子育

て関係者との連携強化を図るなど地域で子育てを支援

していく仕組みづくりを進めています。

■保健・医療・福祉・地域連携システム推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔子育て支援課〕

　各区において、保健・医療・福祉関係機関や地域住民、

行政が相互に連携した子育て支援の「地域のネットワー

クづくり」を推進しています。

■親子ふれあいルーム〔子育て支援課〕

　乳幼児を持つ保護者の子育てへの不安を軽減するた

め、親子が気軽に集い、交流、情報交換、育児相談が

できるスペースを区役所または近接する公共施設で運

営しています。現在、区役所等に７か所、児童館に９

か所設置しています。

主な取り組み

◆利用状況（人数は延べ人数）
年度 乳幼児数
30
元
２
3
４

37,369人
31,889人
15,470人
20,764人
21,134人

４ 子育ての喜び・楽しさを得られるまちをつくる


